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１） 事業所名 株式会社　本山建設

　　代表者氏名 代表取締役　本山　泰宏

２）　所在地 本　社　　　　　 〒843-0002　 佐賀県武雄市朝日町大字中野11403番地3

中野事業場　  〒843-0002　 佐賀県武雄市朝日町大字中野7596番地1

３）　環境管理責任者本山　健一

　　　連絡担当者 江田幹基

　　　連絡先 ＴＥＬ　０９５４－２３－８８５１　　ＦＡⅩ　０９５４－２３－８８５２

Ｅメールアドレス　　motoken@cableone.ne.jp

４）　事業の内容 住宅・事務所・工場・店舗の設計・施工

　・建築工事業　　佐賀県知事許可（特-28）　第 4360 号

　・産業廃棄物処分業　佐賀県知事許可　０４１２７０４５３７５号

ＵＲＬ　　http://www.motoken.com

５）　事業の規模

区分 単位 本社

従業員数 人 19

面積 ㎡ 209

６）　事業年度 ６月～翌年５月

２．認証・登録の対象範囲

１）　対象事業所 本社、中野事業場

２)　対象活動

　　上記の全組織・全活動
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1.　組織の概要

総売上額：1,090百万円（2022年度）

内装仕上工事業

     （元請工事分で発生する産業廃棄物のみの取扱で、業としては行っていない）

大工業・とび業・土工業・石業・屋根業・舗装業・しゅんせつ業・

建築工事業、土木工事業、水道施設工事業、管工事業



　　　地域とともに、環境とともに

　　（1）電力、燃料等のエネルギーの効率的な使用及び省エネに努め、二酸化炭素排出量

　　　　　を削減します。

　　　　 　建物を長く使うという発想のもと環境負荷低減に努めます。

２．当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します。

制定日　2019年6月30日       

改訂版　2022年2月18日       

株式会社　本山建設

代表取締役　　本山　泰宏
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　  （６）  改修工事やリノベーション、耐震補強の技術提案で、スクラップアンドビルドよりも

環　境　経　営　方　針

　 私たち、株式会社本山建設は、常に人の環境との持続可能な共存を考え活動しています。

　「豊かな自然に囲まれて暮らす喜び」や「木のぬくもり」といったメッセージを次世代に伝える
　ため、地球環境の保全を経営上の重要事項として取り組み続けます。
　このため、環境経営システムを構築、運用し、適時見直しながら、環境経営の継続的改善に努め

　　（５） グリーン購入に努めます。

１．次の項目を重点項目として取り組みます。

　　（２） 廃棄物排出量の抑制とリサイクルを推進します。

　　（３） 節水に努め、水使用量を削減します。

　　（４） 化学物質使用量を削減します。



2020年6月～
2021年5月

2022年6月～
2023年5月

2023年6月～
2024年5月

2024年6月～
2025年5月

2025年6月～
2026年5月

１．二酸化炭素排出量の削減 全社 ㎏‐CO 229,413 222,531 220,236 217,942 215,648

事務所 kWh 44,149 42,825 42,383 41,942 41,500

現場 kWh 23,440 22,737 22,502 22,268 22,034

②ガソリン使用量削減 事務所  25,438 24,675 24,420 24,166 23,912

③軽油使用量削減 全社  55,059 53,407 52,857 52,306 51,755

①一般廃棄物排出量の
  　削減

事務所 ㎏ 1,421 1,378 1,364 1,350 1,336

②産業廃棄物の
　リサイクル率の向上

現場
％

（リサイクル
率）

61 61 61 62 62

事務所 m 336 326 323 319 316

現場 m 83 81 80 79 78

事務所 ㎏ 化学物質使用量を把握し適正管理に努める

全社 品数 7 7 7 8 8

６． 全社 提案件数 4 4 4 5 5

全社
研修会
参加回
数

4 4 4 5 5

省資源・省エネ型製品、
施工の提案及び研修会
への参加

備考）・事務所、現場の購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.479ｋｇ-ＣＯ2／ｋｗｈ（九州電力2020年度
調整後）を使用。
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・環境経営目標は、当社の事業活動を踏まえて、2017年度施行運行期間と2018年度～2020年度までの中期

目標として、以下の6項目13項目をサイト区分（事務所、現場、全社）として設定しました。

・主要な環境負荷である二酸化炭素排出量と水使用量については、2016年度実績値を基準に、毎年1％

ずつ削減し、2020年度は4％削減を目指しました。

を掲げ、全社をあげて取り組んで環境経営を推進していきます。

・廃棄物排出量については、自社、元請工事で発生した廃棄物を対象とし、現場での分別の徹底と中間

処理施設による再生資源（路盤材等）の生産量を増やすことを目指し、リサイクル率の向上を目標としました。

事業活動で取り組む本業目標については、「省資源・省エネ型製品、施工の提案及び研修会への参加」

目標

2022年度
運用期間
（3%削減）

2023年度
（4%削減）

4.環境目標　2022年

①電気使用量削減

２．廃棄物排出量の削減

３．水使用量の削減

４．化学物質使用量の把握と
　　適正管理

５．グリーン購入の推進

2024年度
（5%削減）

2025年度
（6%削減）環境目標

サイト
区分

単位

基準年
2020年度

・(　　)内の数値は、基準年2020年度実績値に対する削減率を示す。

・サイト区分の全体とは、事務所＋現場を示す。



活動項目 サイト区分 責任者 担当者 スケジュール

1. 江田幹基
冷房期：5 9月
暖房期：11 3月

2. 野中さとみ 通年

1. 青木正喜
冷房期：5 9月
暖房期：11 3月

2. 青木正喜 通年

1. 野中さとみ 通年

2. 江田幹基 通年

1. 青木正喜 通年

2. 木室　みどり 通年

活動項目 サイト区分 責任者 担当者 スケジュール

1. 中村隆輔 通年

2. 野中さとみ 通年

1. 中村隆輔 通年

2.
中村隆
輔

通年

活動項目 サイト区分 責任者 担当者 スケジュール

事務所 本山健一 1. 野中さとみ 通年

現場 本山健一 2. 青木正喜 通年

活動項目 サイト区分 責任者 担当者 スケジュール

1. 中村隆輔 通年

2. 青木正喜 通年

活動項目 サイト区分 責任者 担当者 スケジュール

事務所 本山健一 1. 野中さとみ 通年

現場 本山健一 1. 青木正喜 通年

活動項目 サイト区分 責任者 担当者 スケジュール

1. 中村隆輔 通年

2. 中村隆輔 通年

1. 江田幹基 通年

2. 青木正喜 通年

・環境経営目標を達成するため、以下の具体的な取組（達成手段）を設定して、全社員で取り組みました。
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５.　環境経営計画　2022年

全社 本山健一
建物を永く使う発想での提案を行う

改修工事、耐震補強等の提案を行う

②研修会への参加4回 全社 本山健一
最新技術取得のため研修会には積極的に参加する

参加研修会の情報を社内で共有（勉強会）する

事務に使用するグリーン購入商品をカタロ
グ・仕様書で確認して購入し、記録する

工事で使用するグリーン購入商品をカタロ
グ・仕様書で確認して調達して、記録する

①グリーン購入の推進
　7品目

本山建一
現場における廃棄物の分別徹底

現場代理人はマニフェストの管理を確実に行う

②産業廃棄物の
　リサイクル率の向上
（リサイクル率60％）

現場

達成手段

急減速、急加速、無駄なアイドリングはさける

建設機械の回転数の適正化
全社 本山建一

本山建一

2.廃棄物排出量の削減

資源ごみと燃えるごみを分別して重量を計
測し記録する

裏紙使用を徹底し、コピー用紙の使用量を削減する

①一般廃棄物排出量の
  削減

事務所

③軽油使用量の4％削
減

達成手段

1.二酸化炭素排出量の削減

①電気使用量の4％削
減

本社事務所の室温は、冷房期28℃、暖房期
20℃とし、エアコンで調節する

不要な照明の消灯・夜間の主電源OFF

不要な照明の消灯・夜間の主電源OFF

現場事務所等の室温は、冷房期28℃、暖房
期20℃とし、エアコンで調節する

事務所

現場

本山建一

本山建一

達成手段

②ガソリン使用量の4％削減
急減速、急加速、無駄なアイドリングはさける

不用品を車両から降ろして整理整頓・掃除
事務所 本山建一

①省資源・省エネ型
  製品、施工の提案4
件

3.水使用量の削減

4.化学物質使用量の把握と適正管理

定期的に化学物質使用量（在庫量）を記録する

化学物質使用者にSDSを渡し適正使用に努める

①化学物質使用量の把
握と適正管理

事務所 本山健一

5.グリーン購入の推進

6.省資源・省エネ型製品、施工の提案及び研修会への参加

達成手段

達成手段

達成手段

①水使用量の4％削減
日常の節水・漏水の点検

節水の励行・洗車は必要最小限とする



・

・

目標
（2％削減）

実績

１．二酸化炭素排出量の削減 全社 ㎏‐CO 229,419 181,676 126% ◎

事務所 kWh 44,149 54,878 80% ×

現場 kWh 23,440 9,798 239% ◎

②ガソリン使用量削減 事務所  25,438 15,969 159% ◎

③軽油使用量削減 全社  55,059 43,374 127% ◎

①一般廃棄物排出量の削減 事務所 ㎏ 1,421 1,301 109% 〇

②産業廃棄物のリサイクル率の向上 現場 ％
（リサイクル率）

61 98.80 162% ◎

事務所 m 336 301 112% 〇

現場 m 85 132 64% ×

事務所 ｋｇ
化学物質の使用
量の把握と適正
管理に努める

化学物質の使用
量の把握と適正
管理に努めた

化学物質の使用量
の把握と適正管理
に努めた

〇

全社 品数 7 7 100% 〇

全社 提案件数 4 4 100% 〇

全社
研修会
参加回数

4 4 100% 〇

６．環境経営目標の実績　2022年

５．グリーン購入の推進

６．省資源・省エネ型製品、 施工の
     提案及び研修会への参加

２０21年度運用期間の環境目標達成状況は以下のとおりであり、二酸化炭素排出量の削減項目
において　事務所電気使用量実績が大きく増加した事が影響し目標未達となりました。この主たる
要因は別管理の電気使用量統合によるものであり、今後は今年度の実績を基に目標の再設定を
行います。本業目標とした「省資源・省エネ型製品、施工の提案及び研修会への参加」については、従来より
行っており毎年ステップアップを図っていきます。

2022年度
（2022年6月～2023年5月）

環境目標 サイト区分 単位

①電気使用量削減

２．廃棄物排出量の削減

３．水使用量の削減

４．化学物質使用量の把握と適正管理

備考）※1 目標達成率の計算　目標÷実績×100（削減目標の場合）、　実績÷目標×100（増加目標の場合）
　　    ※2 評価区分◎：目標達成率≧120%   ◯：100%≦達成率＜120%  △：80%≦達成率＜100% ×：達成率＜80%

目標
達成率※1

目標
達成評価
※2

‐５‐



活動項目 サイト区分
達成
状況

実施
状況

評価と今後の取組

1. 〇

2. 〇

1. 〇

2. △

1. 〇

2. 〇

1. 〇

2. 〇

活動項目 サイト区分
達成
状況

実施
状況

評価と今後の取組

1. 〇

2.

1. 〇

2. △

資源ごみと燃えるごみを分別して重量を計測
し記録する

備考）達成状況区分　◎：目標達成率≧120%  ◯：100%≦達成率＜120% △：90%≦達成率＜100% ×：達成率＜90%
　　　実施状況区分　◎：よく実行されている◯：実行されている　△：ほぼ実行されている　×：実行されていない
：該当なし

2.廃棄物排出量の削減

達成手段

①一般廃棄物排出量の
削減

事務所 〇

＜現状＞
・事務所現場共に
概ね良好な結果で
あった。
＜今後＞
・今後も取組を継
続していく。

裏紙使用を徹底し、コピー用紙の使用量を削
減する

②産業廃棄物のリサイ
クル率の向上（リサイ
クル率61％）

現場事務所等の室温は、冷房期28℃、暖房期
20℃とし、エアコンで調節する

不要な照明の消灯・夜間の主電源OFF

7.　環境経営計画の取組結果と評価及び
　　　　　　　　　今後の取組内容　2022年度
・今回の2021年度の環境経営計画の実施状況は以下のとおりであり、全体として取組は適切に
実行されました。
・今後も全目標達成に向けこの取組を継続します。
・今後はエアコンの使用時間にも気を配り環境目標の全項目達成を目指していきます。

1.二酸化炭素排出量の削減

達成手段

①電気使用量の2％削
減

事務所
不要な照明の消灯・夜間の主電源OFF

現場 △

〇

＜現状＞
・使用削減の意識を
持ち取り組めている
＜今後＞
・パソコン等の消し
忘れ等無いよう徹底
させる

本社事務所の室温は、冷房期28℃、暖房期
20℃とし、エアコンで調節する
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不用品を車両から降ろして整理整頓・掃除

③軽油使用量の2％削
減

全社 〇

必要な車両を厳選し、現場に適した車両で作
業する

建設機械の回転数の適正化

事務所 〇
できる限り乗り合わせをして行動する

現場代理人はマニフェストの管理を確実に行
う

②ガソリン使用量の
  2％削減

△

現場における廃棄物の分別徹底
現場

マニフェスト管理表綴り 写

省エネ活動写真その１ 省エネ活動写真その２

裏紙使用

事務所業務用エアコン 冬期暖房温度設定

コピー用紙裏紙使用 廃棄物マニフェスト綴り



活動項目 サイト区分
達成
状況

実施
状況

評価と今後の取組

事務所 〇 ◯

現場 △ △

活動項目 サイト区分
達成
状況

実施
状況

評価と今後の取組

-

-

活動項目 サイト区分
達成
状況

実施
状況

評価と今後の取組

事務所 〇 1. 〇

現場 〇 1. 〇

活動項目 サイト区分
達成
状況

実施
状況

評価と今後の取組

〇

〇

〇

〇
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〇
1.最新技術取得のため研修会には積極的に参加する

2.参加研修会の情報を社内で共有（勉強会）する

3.水使用量の削減

達成手段

①水使用量の削減

＜現状＞
・事務所、現場とも
に良くできている
＜今後＞
・現在の取組継続。

事務所

4.化学物質使用量の把握と適正管理

達成手段

1.日常の節水・漏水の点検

2.節水の励行・洗車は必要最小限とする

①化学物質使用量の
  把握と適正管理

事務所 -

1.定期的に化学物質使用量（在庫量）を記録する

2.改修工事、耐震補強等の提案を行う
〇 ＜現状＞

・実施できている。
＜今後＞
・現在の取組継続。

＜現状＞
・2020年度は化学物
質の使用は無かった
＜今後＞
・現在の取組継続。

2.化学物質使用者にSDSを渡し適正使用に努める

5.グリーン購入の推進

達成手段

①グリーン購入の推進
（7品目）

事務に使用するグリーン購入商品をカタロ
グ・仕様書で確認して購入し、記録する

＜現状＞
・エコ商品を中心に買っ
ている
＜今後＞
・目標達成に向けて積極
的にグリーン対象商品を
購入していく

工事で使用するグリーン購入商品をカタロ
グ・仕様書で確認して調達して、記録する

達成手段

1.建物を永く使う発想での提案を行う

6.省資源・省エネ型製品、施工の提案及び研修会への参加

①省資源・省エネ型
　製品、施工の4回提
案

②研修会への参加（4
回）

現場

節水啓発シール 写真

2021年度の化学物質の使
用はありませんでした

省エネ施工資料 研修会資料
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ダイオキシン類対策特別措置
法

四半期ごとに会議で環境負荷に関する取組と評価を発表し従業員に取組状況を把握させる。

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び
　　　　評価の結果、並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動、製品及びサービスに適用される主な環境関連法規等は、以下のとおりで
す。

備考）　評価区分　◯：遵守　　×：不遵守　　ー：該当なし

適用される法規等

廃棄物処理法

振動規制法

騒音規制法

建設リサイクル法

適用される事項（施設・物質・活動等）

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出
マニフェストの交付・回収・保管の適正処理
焼却設備の構造、焼却方法の遵守

一定規模以上下は建築4品目の分別解体と再資源化

特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の騒音レベルの遵守

2022度運用期間中の事業活動に対して、環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結
果、法令違反はありませんでした。

特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の振動レベルの遵守

焼却施設の定期検査、排出基準の遵守

また、関係機関等からの違反の指摘、利害関係者からの訴訟も過去3年間ありませんでし
た。

フロン排出抑制法 業務用エアコンの簡易定期点検の実施
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　(2)見直しの結果（次年度計画に向けて、以下の見直し指示を出しました。）

2022年度第一四半期後に目標の再設定を行う。

代表取締役
本山　泰宏

エコアクション21の2022年度運用期間終了後に、代表者による取組状況の全体評価と、計
画の見直しの必要性を検討しました。結果は、以下のとおりです。

　(1)取組状況の全体評価

経営環境目標の電気使用量削減目標について、この1年の実績を基準値として

環境経営目標のうち二酸化炭素排出量の削減において電気使用量の目標未達が影響し
目標未達となっている。

９．代表者による全体評価と見直しの結果


